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第皿章 遺 跡
1．調査方法
A　調査区の範囲と調査対象選定の目安（第1・8～14図）
　今回の分布調査では調査の範囲を、江戸時代に「相川」とよばれていた区域にほぼ限定した。
江戸時代に「相川」と呼ばれてし・た区域とは、南北2㎞・東西4㎞にほぼ収まる範囲である。（第8図）
　北西側を海に面する相川の町は、北は水金町（みずかねまち）、南は下戸炭屋浜町（おりとすみやはま
まち）、東は銀山町（ぎんざんまち）を町外れとしていた。
　相川の町域からすぐ近くに、行政区画としては村として扱われていた区域がある。
　水金町に隣接する下相川村、下戸炭屋浜町に隣接する鹿伏村・下戸村、銀山町・上相川町と隣接する羽
田村である。これら隣接村だった所も、調査対象範囲とした。
　調査対象の選定に当たっては、「鉱山に関係あるもの」をキーワードに考えた。
　しかし、江戸時代から20世紀半ばまで、鉱山とは切っても切れない関係をもち、町の存在自体が鉱山を
支えるためにあったと言っても過言ではない。佐渡島内の行政の中心地という側面は、地政学上は不自然
であり、これも鉱山の存在がなければ、考えられないものであった。
　鉱山が事業規模を大縮小して、町を支える産業とは言えなくなった後も、サービス産業では鉱山・金山
ブランドを活用して懸命に操業している。つまり、どんな石造物も「鉱山に関係あるもの」である。
　そこで、「現在までに書物等に収録され、地元にて、ある程度関心が払われてきたもの」
　「寺院や神社に付随するもの」
　「指定文化財になっているもの」
　「埋蔵文化財として、文化庁・新潟県教育委員会から文化財認定されているもの」
　「相川郷土博物館に収蔵されているもの」
　「史跡佐渡奉行所跡に展示されているもの」
　「仏像や神像など相川に暮らした人々の信仰を裏付けるもの」
　というくくりで、調査対象を選定した。つまり、地元で今後長く保存・活用されていく可能性が高く、
且つそれを実践するシステムがあり、鉱山とともにあった相川の歴史を知るために必要な石造物である。
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第8図　相川石造物所在地図の表示範囲
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第9図　相川石造物所在地図①
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第10図　相川石造物所在地図②
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第11図　相川石造物所在地図③
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第12図　相川石造物所在地図④
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第14図　相川石造物所在地図（1・325・347）
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第皿章 遺　　跡
B　基本的な調査工程
　2001（平成13）年度
　資料選定
　「佐渡　相川の歴史　資料集2　墓と石造物」等をもとに対象石造物を選んだ。
　計測・石材同定・銘文読解・写真撮影
　調査員が現地に出向いて野帳に記録した。
　調査カード作成
　調査員が現地にて記録してきた情報を調査カードに集積した。
　この一連の作業の中で、写真を整理し、見取り図原図を方眼紙に描いた。
　2004（平成16）年度
　資料選定
　2001（平成13）年度に調査できなかった石造物を、先述の観点に基いて選定した。特に石神仏の選定に
当たっては市内在住の有識者から多くの教示を得た。
　計測・石材同定・銘文読解・写真撮影
　調査員が現地に出向いて野帳に記録した。
　調査カード作成
　調査員が現地にて記録してきた情報を調査カードに集積した。
　この一連の作業の中で、写真を整理した。見取り図原図を描く際には、現地にて撮影した写真を用いて、
パソコン上で製図した。
　ただし、2001（平成13）年度調査分の製図は、手作業で行った。
　報告書作成
　調査カードに集積した情報をもとに、上記の資料整理と同時併行で報告書を執筆した。
作業風景
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